
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１５年１月１１日               NO,４２４ 

 

 利根軌道跡 

 江戸から明治の時代になっ 

ても、渋川から沼田までの間 

は、綾戸渓谷や急勾配の地形 

のため交通の難所として前橋 

から北に向かう商人や旅人な 

どを悩ませてきました。 

 交通の不便さを解消するため渋川～屋形原間で、明治４４年

（１９１１）利根軌道が開通し、その年の７月には沼田～屋形

原間も開通し、渋川～沼田が鉄道で結ばれました。 

 開通当時は鉄道といっても今のような電車ではなく、馬が車

両を引く「馬車鉄道」で、遅れるここともしばしばあったよう

ですが、渋川～沼田を１時間半で結びました。 

 「馬車鉄道」も大正７年（１９１８）１月２１日から電車に

変わりましたが、「其処に異様なる乗り物が動いてきた」と若     

山牧水がみなかみ紀行            

で書いたように奇妙な 

電車だったようです。 

 奇妙な電車が走った

利根軌道の線路跡は今

でも、戸鹿野町に見るこ

とができます。 

 
こ
ん
に
ち
は
。
安
倍
首
相
は
、
戦
後
７０
年
に
当
た
る
今
年
最
初
の
記
者
会
見
で
、
集
団
的
自
衛
権
行

使
容
認
を
柱
と
す
る
「
閣
議
決
定
」
に
基
づ
き
安
全
保
障
法
制
の
整
備
を
表
明
し
、
「
日
本
は
積
極
的
平

和
主
義
の
旗
の
下
、
世
界
の
平
和
と
安
定
の
た
め
い
っ
そ
う
貢
献
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
語
り
、
海

外
で
の
自
衛
隊
に
よ
る
武
器
使
用
や
他
国
軍
隊
へ
の
支
援
活
動
の
大
幅
拡
大
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。 

 

「
積
極
的
平
和
主
義
」
に
基
づ
く
「
国
際
貢
献
」
と
は
、「
海
外
で
戦
争
す
る
国
」
づ
く
り
に
ほ
か
な

ら
ず
、
憲
法
９
条
に
基
づ
く
戦
後
日
本
の
国
の
あ
り
方
を
根
底
か
ら
覆
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

 

世
界
の
紛
争
地
な
ど
で
献
身
的
に
人
道
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
多
く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
自
衛
隊
が
武
器

を
使
用
す
れ
ば
戦
闘
の
一
方
の
当
事
者
に
な
り
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
危
険
に
さ
ら
し
、
世
界
が
日
本
に
寄
せ
て
き
た 

 
 

 

信
頼
は
憎
悪
に
変
わ
り
、
日
本
人
が
テ
ロ
の
対
象
に
さ
れ
る
と
警
告
し
て
い
ま
す
。 

 

安
倍
首
相
の
念
頭
の
会
見
に
は
、
こ
う
し
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
警
告
が
耳
に
は
い
い
っ
て
い

る
様
子
は
な
く
、「
海
外
で
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」
を
絶
対
許
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
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 １２月定例市議会に利根沼田農業協同組合（代表理事組合長 小林一太）

から提出された「JA グループの自己改革の実現に向けた請願」が採択さ      

れ、請願に基づく「農協改革に関する意見書」も採択され、内閣総理大臣、

農林水産大臣などに宛て意見書が提出されました。 

意見書では、農協改革の検討に当たっては、農業生産・地域 

社会の現場の実態を踏まえることを求めるなど、安倍内閣がす 

すめようとしている農協改革に様々な要望がされています。 

 １２月定例市議会の一般質問で大東議員は、新年度予算編成について、

国民健康保険について、学童保育所について、地域医療についての４点に

ついて市長の考えなどを質しました。 

 新年度予算の重点施策について市長は、「市の重点施策として『心豊かな

暮らしを実感できるまちづくり』、『地域のポテンシャルを活かした活力あ

るまちづくり』、『誰もが知恵を出し合い地域を大切にするまちづくり』の

３項目を柱として、市民との連携・協働のもと、創造性豊か 

な明るく元気なまちづくりに取り組みたい」と答えました。 

 具体的にどのような事業を行うのかという質問に市長は、「 

地域創造枠を設け、新しい取り組みをすすめたい。変わりつ 

つあるという状況をつくり出したい」と答えました。 

 １２月定例市議会で、安倍内閣がすすめる年金積立金

の株式運用の中止を求める意見書を内閣総理大臣など

に宛て提出しました。 

 意見書では、年金積立金の運用について、加入者の利

益を守るため、安全で堅実な運用を求め、リスクの高い

株式等の運用をおこなわないことを求めています。 

 上之町の生方記念文庫の隣に、材木町にあった旧沼田

貯蓄銀行の復元建築工事がはじまりました。 

 旧沼田貯蓄銀行は、明治の末期に建てられたと考えら

れており、明治・大正期の擬洋風建造物で、利根・沼田

の金融史を物語る建物と 

して県の重要文化財に指 

定されています。 

 完成後の利活用につい 

ては、展示施設としても 

活用されることなどが検 

討されています。 
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